
              

野
に
山
に
春
爛
漫
の
季
節
を

迎
え
、
平
成
三
十
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
馴
れ
親
し
ん

で
き
た
「
平
成
」
の
元
号
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
一
年
余
り
と
な
り
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
が
新
た
な

舞
台
へ
と
進
む
に
あ
た
り
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
形
で
未
来
へ
と
繋
げ
て

い
け
ば
よ
い
の
か
深
く
考
え
さ
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

さ
て
、
夕
鶴
の
里
も
平
成
五
年

の
開
館
以
来
、
地
域
に
伝
承
さ

れ
て
き
た
伝
統
文
化
や
民
話
を

広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
と
い
う
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

今
後
に
於
き
ま
し
て
も
、
先
人

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
民
話
を

通
じ
て
、
心
の
豊
か
さ
を
育
み
な 

            

が
ら
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
位

置
付
け
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
地

域
の
文
化
を
未
来
に
伝
え
て
い
く

役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
御
支
援
、

御
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
度
、
職
員
に
異
動
が

生
じ
、
渋
谷
美
沙
に
代
わ
り
「
長

谷
部
真
吾
」
が
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
新
体
制
に
よ
り
運
営
し
て
参

り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

夕
鶴
の
里
館
長 

髙
橋 

大
吉 

      

 

  

四
月
十
五
日(

日)

、
夕
鶴
の
里

友
の
会(

伊
藤
進
司
会
長)

総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
桜
の
咲
き
始

め
、
生
憎
の
雨
で
肌
寒
い
日
で
し

た
が
、
千
葉
県
か
ら
の
出
席
者
も

含
め
二
十
八
名
の
会
員
が
参
加

し
、
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告

と
決
算
報
告
並
び
に
、
三
十
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て

協
議
し
、
承

認

決
定

さ
れ
ま
し

た
。 

 

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
友
の
会
会
長
の
伊
藤
進
司
さ

ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
、
参
会
者
で
「
朧
月
夜
」
を
合

唱
。
そ
の
後
、
昼
食
を
と
り
な
が

ら
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

 
 

   

四
月
十
七
日
（
火
）
、
夕
鶴
の
里

運
営
協
議
会(

川
合
ひ
さ
子
会

長)

が
開
か
れ
、 

二
十
九
年
度
の

報
告
、
三
十
年
度
の
計
画
案
に
つ

い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

特
に
語
り
部
養
成
講
座
に
力

を
入
れ
て
い
く
の
を
は
じ
め
、
今
年

の
十
一
月
に
は
、
よ
こ
し
ん
か
も
め

会
様
が
、
九
日
間
で
、
二
千
名
が

来
館
予
定
で
あ
る
等
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

   

昨
年
ま
で
、
ゆ
ー
な
び
か
ら
こ

ろ
館
で
開
催
し
て
い
た
「
か
ら
こ
ろ

民
話
の
夕
べ
」
が
今
年
度
か
ら
「
大

正
ロ
マ
ン
＆
民
話
の
夕
べ
」
と
し
て
、

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

第
一
回
目
は
、
四
月
十
日
に
開

催
さ
れ
、
地
元
南
陽
市
を
は
じ
め
、

高
畠
、
飯
豊
か
ら
民
話
と
三
味

線
の
演
奏
を
聞
き
に
お
客
様
が

来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
第
二
回
以
降
の
開
催
日 

五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、 

毎
月
十
日 

(

※
九
月
は
、
開
催
し
ま
せ
ん) 

◆
開
催
時
間
・
場
所 

午
後
八
時
～
九
時
。 

ゆ
ー
な
び
か
ら
こ
ろ
館 

◆
そ
の
他 

 
 

予
約
不
要
。
参
加
費
無
料 

           



 

 

～
平
成
三
十
年
度 

主
な
事
業
日
程
～ 

 

◆
第
十
九
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 

六
月
二
日
（
土
）
～ 

八
月
四
日
（
土
）
全
６
回
。 

 

※
受
講
申
込
は
下
段
に
詳
し
く
載

っ
て
お
り
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
、 

受
講
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

◆
第
十
六
回
民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 

五
月
二
十
七
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

午
後
一
時
よ
り
開
催 

 
 

◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 

六
月
九
日
（
日
） 

 

研
修
先
は
、
新
庄
、
最
上
峡
舟

下
り
で
す
。 

 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
夕
鶴
の

里
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◆
第
九
回 

 
 

「
お
き
た
ま
語
り 

 
 

 
 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

六
月
十
七
日
（
日
）
」 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 

午
後
一
時
～ 

お
き
た
ま
地
区
に
あ
る
語
り
部

の
会
の
各
会
代
表
と
、
語
り
を
勉

強
し
て
い
る
児
童
が
語
り
を
披
露
し

ま
す
。 
  

◆
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

七
月
八
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

語
り
部
養
成
の
た
め
の 

「
語
り
＆
ト
ー
ク
」 

 
 ◆

語
り
部
養
成
講
座 

閉
講
式 

八
月
四
日
（
土
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

未
来
の
語
り
部
さ
ん
達

の
、
勉

強
の
成
果
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

  
 

◆
第
十
九
回
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 
九
月
三
十
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

ゲ
ス
ト 

 
 

東
北
文
教
大
学
児
童
文
化
部 

  

◆
第
十
九
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

十
月
十
四
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

午
後
一
時
～ 

 
  ◆

昔
の
あ
そ
び 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 

第
四
土
曜
日
開
催 

        

                                         

                          ◆日時   ６月２日（土）午後１時３０分～開講式  

      ６月～８月の第 1、第 3、第 5土曜日 午後１時３０分～３時（全６回） 

◆場所   夕鶴の里  

◆対象   民話・語りに興味のある方  

◆内容   こどもの部とおとなの部に分かれて民話を語る練習をします。  

      ８月４日（土）の閉講式には、夕鶴の里の舞台で語ります！  

◆参加料   無料  

◆締め切り ５月２５日（金）  

◆申込・問合せ 夕鶴の里（☎４７－５８００）  

※申込者には、後日詳細をお知らせします。  

 

 

 

◆日時：平成３０年５月２7 日（日） 時間：午後１時より 

◆ 場所：夕鶴の里語り部ホール 

友の会会員・民話会ゆうづる・語り部養成講座受講生 (赤湯小学校児童・宮内中学校生徒)・漆山小

学校児童・中川小学校児童・川西昔ばなしの会、米沢とんと昔の会、長井小町の会、まほろば語り部

の会の語り部さんが、たすきを繋いで語ります。               


